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都
農
業
会
議
と
農
業
委
員
会

地
区
協
議
会
・
連
合
会
は
「
第
64

回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者

大
会
」
を
令
和
５
年
２
月
16
日

（
木
）、
午
後
１
時
よ
り
八
王
子
市

の
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ー
ル
八
王
子

に
お
い
て
開
き
ま
す
。

 
 

大
会
で
は
都
内
の
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

一
堂
に
会
し
、
国
に
対
す
る
要
望

な
ら
び
に
農
業
委
員
会
活
動
の

積
極
的
推
進
に
関
す
る
決
議
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
記
念
行
事
と
し
て
企

業
的
農
業
経
営
顕
彰
や
農
業
後

継
者
顕
彰
、
功
労
者
等
の
表
彰
式

を
行
い
ま
す
。

第
64
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
す
っ
き
り

見
え
な
い
う
ち
に
年
が
暮
れ
、
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
家
族
や
お

仲
間
と
新
年
を
祝
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

世
界
で
は
局
地
的
な
戦
争
・
紛

争
が
多
発
し
て
い
て
、
食
料
安
全

保
障
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
経
済
安
全
保
障
法
は
特

定
重
要
物
資
に
つ
い
て
外
国
に
過

度
に
依
存
す
る
と
日
本
の
安
全
が

お
び
や
か
さ
れ
る
物
資
を
指
定
す

る
も
の
で
す
が
、
半
導
体
、
蓄
電

池
、
抗
菌
薬
な
ど
の
ほ
か
、
農
林

水
産
分
野
で
は
肥
料
原
料
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
先
進
国
の
中
で
も
食

料
自
給
率
が
極
端
に
低
い
国
で
、

長
く
工
業
偏
重
の
産
業
構
造
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
気
候
変
動
対

策
の
面
か
ら
も
産
業
構
造
の
変
革

に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う

考
え
方
は
、
国
ご
と
の
輸
入
食
料

の
量
と
距
離
を
掛
け
合
わ
せ
て
計

算
し
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２
を
多
く
排
出

す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
遠
く
か
ら

輸
入
す
る
の
を
や
め
よ
う
と
い
う

考
え
方
で
す
。
国
民
１
人
当
た
り

の
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
は
日
本

が
１
位
で
す
。

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も

気
候
変
動
の
観
点
か
ら
も
地
域
に

お
け
る
自
給
率
の
向
上
、
つ
ま
り

は
地
産
地
消
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
を
今
年
は
も
っ
と
強
く
訴
え
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
年
に
地
産
地
消
を
考
え
る

（
一
社
）
東
京
都
農
業
会
議　

会
長　
　

青
山　

佾

食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
農
業
会
議
・
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
・

（
公
財
）
都
農
林
水
産
振
興
財
団
・
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

　

さ
ら
に
今
後
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や

有
機
農
業
拡
大
の
流
れ
を
踏
ま

え
、
給
食
で
の
国
産
有
機
食
材
の

一
部
使
用
を
義
務
化
す
る
な
ど
消

費
者
と
生
産
者
が
と
も
に
考
え
る

よ
う
な
会
の
継
続
な
ど
に
つ
い
て

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
都
農

業
会
議
と
都
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ
、
（
公

財
）
東
京
都
農
林
水

産
振
興
財
団
、
東
京

都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会
は

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
開
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は

都
内
の
農
業
者
と
消
費
者
あ
わ
せ

て
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
早
稲
田
大
学
政

治
経
済
学
術
院 

准
教
授
の
下
川

哲
氏
が
「
持
続
可
能
な
「
食
」
と

「
農
」
と
は
～
「
食
べ
る
」
か
ら

考
え
る
私
た
ち
の
未
来
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
川
氏
は
ま
ず
、
子
ど
も
や
孫

な
ど
未
来
の
人
間
の
た
め
に
、
食

生
活
を
か
え
る
こ
と
、
生
産
技
術

の
革
新
の
両
方
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

青山 佾 会長

講演する早稲田大学政治経済学術院 下川哲准教授

東
京
都
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
会
を
開
く

肥
料
高
騰
や
相
続
の
現
状
を
報
告

12
月
１
日
、
都
内
で
令
和
４
年

度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者

集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

東
京
都
か
ら
の
参
加
者
は
、
集

会
終
了
後
、
衆
議
院
第
１
議
員
会

館
に
移
動
し
、
都
農
業
会
議
主
催

の
東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

出
席
し
た
国
会
議
員
に
対
し
、

参
加
し
た
市
街
化
区
域
を
抱
え
る

区
市
の
農
業
委
員
会
会
長
か
ら

「
特
定
生
産
緑
地
制
度
や
都
市
農

地
貸
借
円
滑
化
法
に
よ
り
農
地
が

保
全
さ
れ
、
新
規
就
農
者
へ
の
貸

借
な
ど
活
用
が
進
ん
で
い
る
が
、

相
続
が
発
生
す
る
と
農
地
を
処
分

し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
」
と

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
複
数
の
農
業
委
員
会
会

長
か
ら
「
肥
料
や
燃
料
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
が
、
価
格
転
嫁
は
困

難
で
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
」
と

の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報

第
３
９
２
号　

令
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５
年
１
月

渋
谷
区
代
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木
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―
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―
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Ｔ
Ｅ
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０
３
―
３
３
７
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―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議
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第
９
回
常
設
審
議
委
員
会

12
月
19
日
に
Ｊ
Ａ
南
新
宿
ビ

ル
に
お
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
方
式

で
開
き
ま
し
た
。

①
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に

基
づ
く
青
梅
市
農
業
委
員
会
諮

問
に
つ
い
て
審
議
し
、
許
可
相

当
と
認
め
る
旨
回
答
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

②
農
地
法
第
４
条
・
第
５
条

の
農
地
転
用
許
可
（
11
月
）
の

状
況
に
つ
い
て
東
京
都
か
ら
報

告
（
農
地
法
第
４
条
１
件
、
農

地
法
第
５
条
７
件
）
が
さ
れ
た

ほ
か
、
③
農
地
中
間
管
理
兼
の

取
得
と
農
地
利
用
配
分
計
画
の

決
定
及
び
使
用
収
益
権
の
設
定

（
12
月
）
の
状
況
（
計
画
決
定

は
な
し
）
を
事
務
局
か
ら
報
告

し
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
第
64
回
東
京
都

農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
開

催
要
領
並
び
に
第
49
回
農
業
委

員
会
等
功
労
者
表
彰
受
賞
者
に

つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

常

設

審

議

会

だ

よ

り

　

農
地
の
保
全
と
流
動
化
の
推
進

に
向
け
、
本
年
度
も
８
月
～
10
月

に
「
農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月

間
」
を
設
定
し
、
農
地
利
用
状
況

調
査
を
通
じ
て
、
農
地
の
保
全
と

利
活
用
の
促
進
に
、
全
都
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
区
市
の
市
街
化
区
域
に

お
い
て
は
、
生
産
緑
地
制
度
や
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
な
ど
の
各
種

制
度
と
と
も
に
、
都
市
農
地
貸
借

円
滑
化
法
等
の
周
知
な
ど
を
進
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
以
外
で
は
、

農
地
中
間
管
理
事
業
や
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
の
利
用
権
設
定

な
ど
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
す
め

る
制
度
な
ど
を
周
知
し
、
農
地
の

利
活
用
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

都
内
の
各
地
区
の
状
況
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

区
内
地
区

　

足
立
区
で
は
、
改
め
て
特
定
生

産
緑
地
に
指
定
す
る
際
の
留
意
事

項
な
ど
を
周
知
し
な
が
ら
調
査
を

進
め
ま
し
た
。

西
多
摩
地
区

　

あ
き
る
野
市
や
日
の
出
町
で

は
、
農
地
の
地
図
を
活
用
し
、
調

査
を
効
果
的
に
進
め
ま
し
た
。
ま

た
生
産
緑
地
の
あ
る
自
治
体
で

は
、
都
市
計
画
関
係
課
と
協
力
し

て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

南
多
摩
地
区

　

八
王
子
市
や
町
田
市
は
、
評
価

基
準
を
活
用
し
調
査
を
進
め
ま
し

た
。
ま
た
、
多
摩
市
で
は
、
都
市

農
地
貸
借
円
滑
化
法
や
援
農
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

も
周
知
を
進
め
ま
し
た
。

北
多
摩
北
部
地
区

　

東
村
山
市
で
は
、
管
理
が
行
き

届
か
な
い
農
地
に
つ
い
て
、
都
市

農
地
貸
借
円
滑
化
法
を
周
知
し
、

実
際
に
貸
借
に
結
び
付
け
ま
し

た
。

北
多
摩
西
部
地
区

　

本
地
区
の
多
く
の
農
業
委
員
会

で
は
、
都
市
計
画
関
係
課
や
課
税

課
と
連
携
し
て
効
果
的
に
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

北
多
摩
南
部
地
区

　

一
部
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
地
区
全

体
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
農
地
が

良
好
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

島
し
ょ
地
区

　

八
丈
町
で
は
、
遊
休
農
地
の
状

態
ご
と
に
４
段
階
に
分
類
す
る
こ

と
で
、
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
効
果
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
で
は
、
12
月
22
日

に
農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
現
地

研
究
会
を
開
き
、
市
街
化
区
域
以

外
の
あ
る
市
町
村
の
農
業
委
員
・

最
適
化
推
進
員
・
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

現
地
研
究
会
で
は
、
青
梅
市
で

新
規
就
農
し
た
永
易
征
道
さ
ん
、

瑞
穂
町
で
雇
用
を
活
用
し
大
規
模

野
菜
経
営
を
実
践
す
る
近
藤
剛
さ

ん
、
新
規
就
農
者
を
育
成
す
る
東

京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子
研
修

農
場
を
訪
れ
、
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

永
易
征
道
さ
ん
は
、
６
年
前
に

青
梅
市
で
非
農
家
か
ら
新
規
就
農

を
し
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
を
受

け
露
地
野
菜
を
生
産
し
、
主
に
惣

菜
会
社
に
出
荷
を
し
て
い
ま
す
。

永
易
さ
ん
は
「
農
業
委
員
会
の
協

力
を
受
け
農
地
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

ま
で
拡
大
で
き
た
。
青
梅
市
や
東

京
都
の
事
業
を
活
用
し
て
設
備
投

資
も
で
き
、
収
益
も
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
の
近
藤
剛
さ
ん
は
正
社

員
な
ど
を
雇
用
し
約
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
で
施
設
・
露
地
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
雇
用
に
つ

い
て
は
就
業
規
則
で
勤
務
時
間
や

休
日
を
定
め
業
績
に
よ
り
賞
与
も

支
給
し
て
い
ま
す
。
近
藤
さ
ん
は

「
通
常
の
業
務
は
正
社
員
の
２
人

に
任
せ
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
パ
ー
ト
の
方
は
希
望
ど
お

り
の
シ
フ
ト
で
勤
務
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
人
材
確
保
は
難
し
い
と

感
じ
る
が
、
適
材
適
所
・
あ
る
程

度
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
・
考
え
て

も
ら
う
こ
と
・
評
価
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
日
々
感
じ
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子

研
修
農
場
で
は
、
小
寺
農
場
長
が

研
修
農
場
の
概
況
を
説
明
し
、
５

人
の
研
修
生
か
ら
そ
の
意
気
込
み

や
目
指
す
農
業
経
営
な
ど
の
話
し

を
聞
き
、
参
加
者
と
活
発
に
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

農
地
保
全
・
利
活
用
推
進
月
間
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

農
地
の
保
全
と
流
動
化
を
推
進

意
気
込
み
や
目
指
す
農
業
経
営
な
ど

新
規
就
農
者
の
取
り
組
み
を
研
究

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
現
地
研
究
会
開
く

経営について説明する近藤剛さん（右）

八王子研修農場では５人の
研修生と意見交換した
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都
農
業
会
議
は
、
11
月
24
日
、

農
福
連
携
人
材
育
成
事
業
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
世
田
谷
区
内

の
３
つ
の
現
場
を
訪
ね
、
視
察
研
修

と
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
都
市
農
業
貸

借
円
滑
化
法
で
農
地
を
借
り
て
農

業
参
入
し
た
特
例
子
会
社
を
訪
ね

ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
社
員
が
、
支

援
員
と
と
も
に
多
品
目
の
露
地
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
畝
を
横
に

切
る
区
画
売
り
方
式
で
、
12
区
画

を
関
連
会
社
の
社
員
グ
ル
ー
プ
（
サ

ポ
ー
タ
ー
）
に
販
売
し
て
、
直
接
届

け
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ほ
場
見
学

や
収
穫
体
験
も
で
き
、
障
害
の
有
無

を
超
え
て
ふ
れ
あ
う
様
々
な
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
区
立
の
就
労
移
行

支
援
事
業
所
を
研
究
。
水
耕
栽
培
ハ

ウ
ス
で
サ
ラ
ダ
菜
を
中
心
に
生
産

し
、
地
元
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
の
出
荷

と
、
敷
地
の
出
入
り
口
に
冷
蔵
庫
を

置
き
庭
先
直
売
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
、
区
が
買
上
げ
た
生
産

緑
地
を
活
用
し
た
事
例
で
す
。
地
域

の
障
害
者
雇
用
や
工
賃
向
上
に
繋

が
る
農
業
経
営
を
、
民
間
活
力
に

よ
っ
て
展
開
し
よ
う
と
す
る
試
み

で
す
。

研
究
会
で
は
、
い
ず
れ
の
事
例

も
課
題
は
多
く
、
関
係
機
関
の
連
携

と
研
究
を
続
け
て
い
く
必
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
法
人
協
会
（
北
島

一
夫
会
長
）
は
12
月
14
日
、
会
員

を
対
象
と
す
る
先
進
経
営
見
学
会

を
開
き
、
立
川
市
の
髙
橋
果
樹
園

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

髙
橋
果
樹
園
は
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、

イ
チ
ジ
ク
、
モ
モ
、
カ
キ
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
果
樹
を
栽
培

し
、
年
間
を
通
じ
て
直
販
す
る
経

営
で
す
。
近
年
は
雇
用
労
働
力
な

ど
も
活
用
し
て
経
営
規
模
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　

一
行
は
、
ほ
場
を
見
学
し
、
代

表
の
髙
橋
尚
寛
さ
ん
か
ら
経
験
の

浅
い
ス
タ
ッ
フ
で
も
効
率
的
に
作

業
が
で
き
る
果
樹
の
仕
立
て
方

や
、
新
た
に
挑
戦
し
て
い
る
栽
培

　

都
農
業
会
議
は
、
12
月
８
日
に

都
内
新
規
就
農
者
の
勉
強
会
を
開

き
、
新
規
就
農
者
な
ど
31
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
羽
村
市
の
農
業
者

で
あ
り
、
農
業
委
員
会
長
で
あ
る

石
田
正
弘
氏
の
ほ
場
に
伺
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
営
の
変
遷
や

特
長
、
地
域
の
特
性
な
ど
に
つ
い

て
の
話
を
聞
き
、
学
校
給
食
用
に

定
植
し
た
タ
マ
ネ
ギ
の
ほ
場
や
農

業
機
械
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

作
目
の
選
定
や
販
路
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
の
新
規
就
農
者
か
ら
の

相
談
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
あ
き
る
野
市
の
親
元

後
継
者
で
あ
る
笹
本
善
之
氏
よ

り
、
秋
川
地
区
の
農
業
の
実
態
を

踏
ま
え
、
自
身
の
農
業
経
営
の
状

況
に
つ
い
て
実
際
の
数
字
や
図
表

を
も
と
に
課
題
や
内
情
を
話
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
の
農
業
者

東
京
都
農
業
構
造
改
善
推
進
協

議
会
（
前
田
弘
会
長
＝
神
津
島
村

長
）
は
、
農
業
振
興
地
域
等
現
地

研
究
会
を
開
き
、
会
員
ほ
か
約
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
、
構
造
改
善
等
の

事
業
を
実
施
し
た
市
町
村
の
首
長

と
都
の
農
業
振
興
課
長
が
会
員
と

技
術
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
穫
体
験
会
な
ど
の
取

組
に
つ
い
て
も
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。

や
行
政
、
関
係
団
体
と
そ
れ
ぞ
れ

の
方
向
性
や
目
標
を
少
し
で
も
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
つ
な
が
り
を
意

識
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
新

規
就
農
者
ら
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
Ｊ
Ａ
都
青
協
の
役
員

11
名
と
新
規
就
農
者
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
双
方
の
参
加
者
か
ら

は
、
今
後
も
継
続
し
た
意
見
交
換

の
場
を
求
め
る
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

な
り
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

年
度
で
閉
会
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
11
月
30
日
に
八
王

子
市
に
て
、
主
に
合
意
形
成
の
手

法
と
高
月
町
の
水
田
へ
の
取
組
の

現
地
研
究
を
し
ま
し
た
。

合
意
形
成
の
手
法
で
は
、
場
の

作
り
方
や
進
行
者
の
す
す
め
方
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

現
地
研
究
で
は
、
高
月
町
の
水

田
の
う
ち
農
振
地
域
で
な
い
滝
地

区
が
整
備
事
業
を
受
け
ら
れ
ず
、

狭
小
な
水
田
に
機
械
が
入
ら
ず
受

手
も
い
な
い
、
そ
れ
で
も
都
の
事

業
な
ど
を
活
用
し
工
夫
を
重
ね
る

地
域
活
動
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

視
察
研
修
及
び
研
究
会
を
開
く

農
福
連
携
人
材
育
成
事
業

Ｊ
Ａ
都
青
協
の
役
員
と
新
規
就
農
者
が
意
見
交
換

新
規
就
農
勉
強
会
に
30
人
が
参
加

先
進
経
営
見
学
会
を
開
く

東
京
都
農
業
法
人
協
会

農
業
振
興
地
域
等
現
地
研
究
会
開
く

東
京
都
農
業
構
造
改
善
推
進
協
議
会
が
本
年
度
で
閉
会

タマネギのほ場で説明する
石田正弘さん（中央右）

栽培技術について説明する髙橋尚寛さん（右）
高月町の水田について説明する

澤井保人さん（右）

作付について解説をする
特例子会社の社員
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１
月
～
３
月
の
日
程

１
・
11 

㈬ 

区
内
農
委
検
討
会

１
・
13 

㈮ 

島
し
ょ
農
委
検
討
会

１
・
16 

㈪ 

西
農
委
検
討
会

１
・
17 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

１
・
20 

㈮ 

南
農
委
検
討
会

１
・
23 

㈪ 

北
北
農
委
検
討
会

１
・
26 

㈭ 

北
南
農
委
検
討
会

１
・
30 

㈪ 

北
西
農
委
検
討
会

２
・
１ 

㈬ 

組
織
活
動
検
討
委
員
会

２
・
３ 

㈮ 

農
委
会
活
動
研
究
会

２
・
７ 

㈫ 

組
織
活
動
検
討
委
員
会

２
・
10 

㈮ 

理
事
会

２
・
10 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

２
・
10 

㈮ 

大
会
運
営
委
員
会

２
・
16 

㈭ 

第
64
回
農
委
会
大
会

３
・
３ 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
３ 

㈮ 

都
職
研
役
員
会

３
・
６ 

㈪ 

都
市
農
地
円
滑
化
現
地

 

研
究
会

３
・
16 

㈭ 

通
常
総
会

３
・
16 

㈭ 

常
設
審
議
委
員
会

　

多
摩
市
農
業
委
員
会
（
小
暮
和

幸
会
長
）
は
11
月
21
日
、
市
役
所

に
お
い
て
市
内
の
農
業
者
と
農
業

委
員
の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
情
報
提
供
と
し
て
、

都
農
業
会
議
が
都
や
国
に
提
出
し

て
い
る
要
望
書
等
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
た
ほ
か
、
市
の
経
済
観

　

石
坂
フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス
（
石
坂

昌
子
代
表
＝
日
野
市
）
は
、
12
月

１
日
に
台
湾
か
ら
や
っ
て
き
た
農

業
機
関
の
食
育
視
察
団
に
、
農
園

の
食
育
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

本
フ
ァ
ー
ム
は
、
高
齢
者
向
け

体
験
農
園
や
摘
み
取
り
体
験
、
四

季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
農

園
利
用
者
や
消
費
者
に
食
農
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
タ
ネ
蒔
き
か

ら
、
収
穫
し
た
物
を
そ
の
場
で
食

株
式
会
社
農
協
観
光
は
、
練

馬
区
の
農
業
を
観
光
資
源
と
し
て

外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
「
農

と
食
体
感
ツ
ア
ー
in
練
馬
」
を
企

画
し
、
２
０
２
３
年
春
か
ら
の
提

供
を
目
指
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
き
ま
し
た
。

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
計
10

回
開
か
れ
、
日
本
在
住
の
外
国
人

や
観
光
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
は
、
南
大
泉
農
の
風
景
地

区
実
行
委
員
会
の
加
藤
義
松
代
表

が
努
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
都
市
農
業
と
住
居

が
混
在
す
る
世
界
的
に
も
珍
し
い

町
並
み
を
歩
き
な
が
ら
農
家
を
訪

問
し
、
農
作
業
の
現
場
見
学
や
収

穫
体
験
、
地
元
の
野
菜
を
使
用
し

べ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
基
本
と
し
て

ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
高
齢

者
に
意
識
的
に
地
域
の
方
々
と
交

流
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
介
護
予

防
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

  

視
察
団
か
ら
は
、
台
湾
で
の
市
民

農
園
や
都
市
農
業
の
紹
介
も
あ
り
、

一
定
の
管
理
ル
ー
ル
が
な
い
た
め
、

定
期
的
な
講
習
会
を
開
く
こ
と
や
、

農
機
具
の
貸
し
出
し
な
ど
も
導
入

で
き
た
ら
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

た
ラ
ン
チ
試
食
の
ほ
か
、
町
の
歴

史
や
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
「
ツ
ア
ー
を
通
し

て
都
市
農
業
へ
の
高
い
関
心
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
練
馬
区
の

新
た
な
魅
力
の
発
見
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

光
課
か
ら
は
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
カ
ラ
ス
や

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
獣

害
対
策
や
、
都
市
農
地
に
お
け
る

税
制
へ
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

多
摩
市
で
農
業
者
と
農
業
委
員
の
意
見
交
換
会
を
開
く

獣
害
対
策
や
都
市
農
地
の
税
制
に
つ
い
て
意
見
交
換

練
馬
区
の
農
業
を
外
国
人
に
ア
ピ
ー
ル

「
農
と
食
体
感
ツ
ア
ー
in
練
馬
」
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

介
護
予
防
と
し
て
の
高
齢
者
型
体
験
農
園
に
期
待

台
湾
視
察
団
に
食
農
教
育
の
取
り
組
み
を
説
明

ガイドを努めた加藤義松さん（右から2人目）

台湾からの視察団に体験農園を
説明をする石坂亜紀さん（右）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の

み
が
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

公
的
年
金
で
す
。

　

令
和
４
年
に
は
、
一
定
の
要

件
の
も
と
加
入
期
間
が
65
歳
ま

で
引
上
げ
ら
れ
、
受
給
開
始
時

期
も
75
歳
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
35
歳
未
満
の
農
業

者
を
対
象
に
自
己
負
担
が
１
万

円
か
ら
加
入
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

保
険
料
額
は
月
額
２
万
～

６
万
７
千
円
の
間
の
１
千
円
単

位
で
自
由
に
設
定
・
変
更
が
で

き
ま
す
。
支
払
う
保
険
料
の
全

額
が
社
会
保
険
料
の
控
除
と
な

る
節
税
効
果
の
高
い
公
的
年
金

で
す
。

　

11
月
28
日
に
、
農
業
者
年
金

制
度
推
進
研
究
会
を
開
き
農
業

委
員
や
担
当
職
員
、
Ｊ
Ａ
担
当

者
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
究
会
で
は
特
定
社
会
保
険

労
務
士
の
藤
本
紀
美
香
氏
が
他

の
年
金
制
度
と
農
業
者
年
金
と

の
比
較
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

研
究
会
で
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
研
究


